
  
 
 
 
 

「利益が上がった後に安全への投資がある」なんて

絶対に言えないはず！ 
10 月 11 日、毎年行われる日航内５労組の主催による御巣鷹山慰霊登山に、原告団からは２１名が参加。紅葉の木々の間

に並ぶ墓標を前に、「この地が安全運航の原点」、「この事故を決して風化させてはならない」、そして「安全運航の確保を優

先した JAL の再建を果たすことが私達の責務である」と誓いました。参加した原告の感想等を紹介します。 
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御巣鷹山慰霊登山の参加者の声より 

経営者に無言の訴えを聞かせたい！ 

ずっと来たくても来ることができませんでした。やっとお会い

できた。以前仕事をした、高浜機長、佐々木副操縦士、福

田航空機関士の石碑に水を差し上げ、お花を差しながらお

詫びをし、最後までお客様の安全を守り、生還への望みを

捨てない勇敢な飛行をされたことに敬意を表し、お礼するこ

とができました。「パパ、愛してくれてありがとう」と書かれた

お客様の碑を目の前にして、思わず涙があふれ出ました。

日本航空は５２０名もの尊い犠牲者を出した大事故直後、絶

対安全を叫んでいましたが、倒産の名の元に今や、やりた

い放題。何でも有りの安全切り下げが続いています。経営

者に無言の訴えを聞かせたい。我々に託された使命は、一

日も早く、JAL に戻って、安全を取り戻し、お客様の為に社

員一人一人が幸せだと感じる JAL の再生に何としても尽くさ

なければならない！と切に感じました。 

 
真の事故原因の究明と事実を伝えること 

芦澤機長の事故現場等の説明より 
8･12 連絡会事務局長の美谷島さんの「事故を思い

出すのはつらい、でも忘れられるのはもっとつら

い」この言葉がずっと心に残っています。 
事故原因については、事故調の主張している「急

減圧」が起きたとは考えられません。国は責任を持

って再調査すべきです。二度と事故を起こさないた

めに、真の事故原因の究明を訴えていくことと、こ

の事故を風化させないために事実を伝えていくこ

とが、私達の責務だと思います。               
それぞれの想いを胸に一歩ずつ・・・ 



 
安全を一言もいわぬ稲盛会長に 

JAL を任せてはおけない 
20 年以上の空白を経て原告団として参加しました。法

廷で「安全」と言う言葉を一言も口にする事のなかった会

長に JAL の将来は任せられません。裁判に必ず勝利し、

安全で明るい職場にするために応援して下さい、と無念

の死を迎えた仲間にお願いしてきました。次回、きっと勝

利報告に来ます！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
  
 
 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  
 
 

慰霊の園にて献花をする内田客

乗原告団長と小川乗員組合委

員長 

「利益なくして安全なし」とは 

航空の経営者としてあるまじき発言 
5 年ぶりに参加しましたが、今回参加できて良かったです。この

事故を風化させてはいけない、後輩や一人でも多くの人に語り継

いでいかなければいけないとの思いを強くしました。慰霊碑に刻ま

れた多くの方々のお名前、そして多くの墓標、胸が締め付けられる

思いでした。何度訪れてもこの気持ちははれるものではありませ

ん。そして未だに真の事故原因が明らかにされていないことに憤り

を感じます。どうして？一方で JAL 経営は「１２３便のトラウマ･･･」

「利益なくして安全なし」などと航空経営者としてあるまじき発言をし

ています。今回は原告としての参加でしたが、来年は職場に復帰

して参加したいと思います。そして航空の仲間と航空の安全を守る

ために頑張っていきたいと思います。 

 
現場から声をあげていくしか 

安全は守れない 
会社はイベントリスクに備える為に筋肉質の会

社にすると言っているが、最大のイベントリスクは

「事故を起こす事」、今回、御巣鷹に登って改めて

二度と事故を起こしてはいけない、と強く思った。

しかし、残念ながら会長・社長にその認識が無

い！現場の人間が声を上げていくしか安全は守

れない。                     

安全が何よりも優先され

るＪＡＬの再建のため、

裁判に勝利し必ずみん

なで職場に戻ります！ 

早く職場に戻って 

安全を第一に考える会社にしたい 
何度来ても御巣鷹山は心痛む場所です。あれから２６年、

早いですね。社員も含めて、１２３便事故後に生まれた人が多

くなり、航空会社が一番大切にしなければいけないことを語り

ついでいく必要性を感じています。１２３便事故以降、JAL で

は人身事故（名古屋での 706 便事故を除く、死亡事故のこと

です）は起こしていません。あのトラブルが続いた年も･･･。きっ

と御巣鷹の尾根から見守ってくださっているのかと思ったりし

ています。早く職場に戻って、安全を第一に考える会社にした

いです。 

取り組み中です！ 
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